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１）口腔がんの見つけ方

２）当科における口腔がん検診の現況

３）当科における口腔がん患者の現況と
治療および治療成績

私の口演内容



白板症
１．臨床的ならびに組織学的に他の疾患に分類されない白斑

または白板

２．4.4％～17.5％が癌化する。



歯肉癌



舌 癌



悪性黒色腫
１．極めて予後不良。

２．生検は一般に禁忌。
（治療体制を整えて生検、術中迅速診断）



口腔癌の治療

a) 外科療法

b) 放射線療法

c) 化学療法

d) 免疫療法

e) その他の療法

・分子標的治療、温熱療法、遺伝子治療など。

治療の確実性 後遺障害



分子標的治療
抗上皮成長因子受容体（EGFR）モノクローナル抗体
抗がん剤アービタックス注射液

（一般名：セツキシマブ遺伝子組換え）



分子標的治療
ヒト型抗ヒトPD-1モノクローナル抗体（免疫チェックポイント阻害薬）

商品名：オプジーボ（一般名：ニボルマブ）



再建が必要な２つの理由

十分な原発巣の切除→予後の向上



舌癌は初診時30～60％に頸部転移

何が予後を決定するのか？



下行口蓋動脈

顎動脈

上顎癌

超選択的動注療法
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徳島大学蔵本キャンパス

①口腔がん検診実施状況

回 数：計21回

対象および方法

【実施協力】
徳島県歯科医師会
阿南市歯科医師会
徳島市歯科医師会

期 間：2010年1月〜2016年6月（約6年6か月）



総受診者数：712名（男性223名、女性489名）
平均年齢：56.3歳（8〜90歳）

20歳＞ 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳代

男性 1 2 31 31 32 54 61 11 0

女性 0 15 70 56 72 159 96 20 1
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【年代別の受診者数（人）】

結 果 ①受診者内訳

1：2.2



舌炎
歯肉炎
メラニン色素沈着症
口内炎
良性腫瘍（線維腫、乳頭腫、血管腫など）
血腫
咬傷
白板症
扁平苔癬
褥瘡性潰瘍
智歯周囲炎
粘液嚢胞
舌痛症
口腔乾燥症
舌がん
その他（骨隆起、顎関節症、齲蝕など）

【“異常あり”384名の内訳】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42名
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41名

・・・・・・・・・・・・・・・・・38名
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30名

・・19名
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19名
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19名
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12名

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8名
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5名
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4名

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3名
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3名

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2名
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1名

・・・138名

21名 30名＋ ＝ 51名 医療機関への受診を勧めた

結 果 ④検診結果（内訳）



口腔がんの検出率
舌がん1名/712名

0.14％

前がん病変の検出率
白板症12名/712名

1.69％

前がん病変＋口腔がんの検出率
（13名/712名）

1.83％

0.09％
(3名/3005名;10年間）*

0.99％
（30名/3005名；10年間）*

参考文献＊）柴原孝彦、片倉 朗ら、口腔がん検診どうするの、どう診るの、クインテッセンス株式会社、2007

結 果 ⑤前がん病変と口腔がんの検出率



ま と め

■6年6か月の間に21回の口腔がん検診を実施

■検診者総数：712名（男性：女性＝１:2.2）

■前がん病変検出率：1.69％（12名/712名）

■口腔がん検出率：0.14％（1名/712名）

■検診者の平均年齢：56.3歳

■前がん病変＋口腔がん検出率：
・性 差：有意差なし
・年 齢：有意差なし
・喫煙歴：喫煙者＞非喫煙者（約8倍；有意差あり）
・飲酒歴：飲酒者＞非飲酒者（約3.6倍；有意差あり）

隔たりあり

併せて1.83％

口腔がん検診は
病変をみつける
大変良い機会

■主訴（受診者の自覚症状）
異常（検診医からの指摘）

：有り36％
：有り54％
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最近５年間の徳島大学病院 口腔外科における

口腔がん患者の推移

（年）



•2007年4月から2013年12月.

•口腔扁平上皮癌.

徳島大学病院 口腔外科で
手術を行った口腔がん１３２症例



年齢; 23～89歳 （平均年齢 68歳）

性別; 男性 68名, 女性 64名

原発部位

舌 59

下顎歯肉 37

上顎歯肉 15

口底 11

頬粘膜 10

計 132



年齢・性別構成
(人） 男性

女性

(歳）



病期 症例数

stage Ⅰ 32

stage Ⅱ 62

stage Ⅲ 10

stage Ⅳ 28

計 132

病期別の症例数



疾
患
特
異
的
生
存
率

治療成績（疾患特異的5年生存率）

期間（月）

病期 生存率 (%)

stage Ⅰ 91

stage Ⅱ 95

stage Ⅲ 90

stage Ⅳ 86



大江講師 眞野准教授玉谷講師

初診日： 月、 火、 金曜日
1．水曜、木曜に紹介したい場合は、

個人宛の紹介状を書いて下さい。

2．緊急の場合は、宮本に電話して下さい。
医局：０９０－６３３－７３５４

高橋講師

鎌田
山村

ご清聴、誠にありがとうございました．

福田

中川

工藤隆治

工藤景子

栗尾

秋田

横田

榊原


